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2025. 3月 27日 

過去最大の当初予算約 1,129億 9,000万円を通過！ 

３月 19日、議会が閉会しました（2月 25日～3月 19日の 23日間） 

 市長、市議会議員の 4年任期満了につき、最終の定例議会となりま

した。 新年度に向けて上定昭仁市長は所信を述べ令和 7 年度の事

業会計予算案や条例案、一般案件など７８件を審議可決しました。 

 今回は松江市総合計画「マツエ・ドリームス２０３０」の事業実施を更

に継続進める予算が計上され、当初予算としては昨年度比約 65億円

増（＋６．２％）となりました。厳しい予算編成でありますが、総合計画

のさらなる進展を目指すと共に、物価高騰対策等や人件費、扶助費

や建設事業の資材費等の高騰などが主な要因でありました。 

 また、これらを支える歳入については、インフレ基調の中で、市民税

の増加や国の地方交付税関連の伸びや、不足する財源に財政調整

基金や減債基金を取り崩して対応しました。これらに対して自主財源

を増やし政策効果を上げて、事業展開が効率的で適切な予算執行に

なるように求めて賛成多数で可決をしました。 

  

 ７年度 総予算は約 1,129 億 9,000 万円 
審判の時を迎えて  

 トランプアメリカ大統領が就任して 3 か月に入ろうとし

ている。世界はトランプさんの一挙手一投足に振り回され

ている。私は本当に社会の動向を読むことができない凡人

なのだろうかと、疑ってしまう。世界はプーチンさんや習近

平さん、ネタニヤーフ（イスラエル首相）さんなどの専制君主的

政治がまかり通るのか？また、かの国の国民はどんな思いで彼

らを評価しているのだろうかと興味が湧くが、かの国の体制

支持の世論調査でも、私は確信を得ることはできない。 

■地方自治体も、国の動向で惑わされることもしばしばで

ある。新年度の国家予算は、衆議院を通過したが、自民党の

「商品券土産」問題や「年収の壁」問題で参議院で修正が難航

している。政府与党は今年度内の成立に努力しているが、あま

りにも不手際が多すぎる。物価高騰に困惑する国民は多い。

平時の経済活動や国民生活に戻るように努めるべきだ。 

■松江市も上定昭仁市長の 4 年間が終わり、その市政での

評価が、我々議員同様に問われる市長・市議会議員選挙が

4 月 13 日に告示される。今回は、今までの議員定数を３人減

らし、31 人になる厳しい選挙戦になると想定されている。前回

選挙では９人の新人議員が誕生したが、今回は 9 人の現職議

員が勇退されるので、改選後の新議会は 3 分の２が新しい人た

ちで占めるようになる。厳しい選挙戦になると覚悟しているが、

前回も新しい議員さんのおかげで、新たなものの見方や発想を

学ばせていただいた。確実に議会も新陳代謝を行っている。 

■上定市長は行動力があり、幅広い発想力でこの 4 年間市政

を引っ張ってくれた。評価は様々だろうが、私の宍道町長

時代の経験から、最初、新しい扉を開く時は戸惑いと不安で反

対者も多いが、数年後の社会変化に対応できていて、改めて認

めていただいたことも多かった。今はそんな目で上定市長を見

ている。2 期目も行動力と突破力で、「夢が実現できるま

ち、誇れるまち松江」にむけて進んでほしい。 

 

国の政策に呼応→市民生活を支援・・・・約 16億 6,000万円 

●水道料金の減免等による市民生活の支援・・・・・・・5億１,992万円 

●学校給食の安定的な提供と家計負担の軽減（助成）・・・2,054万円 

●保育所等での給食の負担軽減（助成で軽減）・・・・・・・・・1,693万円 

●定額減税当初調整給付金の不足額給付・・・・・・・・・11億 549万円 

2030年松江のあるべき姿「マツエドリームス２０３０」5つの柱 

Ⅰしごとづくり・・・・約 22億 4,000万円 

●中尾地区企業団地整備に向けた設計・用地取得・・1・・・・・・・3億 7,660万円 

●スマート農業推進と有害鳥獣対策強化による農業振興・・・・・・・・・4,401万円 

●アワビ陸上養殖の事業化への調査・検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,834万円 

●小泉八雲・セツのドラマを生かした観光振興・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,060万円 

●松江が誇る歴史と癒しのコンテンツのプロモーション強化・・・・・・・9,399万円 

●2025年大阪・関西万博を契機にした観光誘客・・・・・・・・・・・・・・・・1,640万円 

Ⅱひとづくり・・・・約 10億 4,000万円 

●産後ケアの拡充（温泉ゆったり産後ケア、集団型産後ケア）・・・・・4,664万円 

●松江市学力調査を活用した学力の向上事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・924万円 

●ＧＩＧＡスクール構想推進のため学習用タブレット更新・・・・・・・・・・4,666万円 

●松江城天守国宝指定 10周年。天保保存 150周年文化事業・・・・・867万円 

Ⅲつながりづくり・・約 20億 5,000万円 

●プラバホールを芸術文化活動の拠点 

●中海スポーツパーク整備事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳどだいづくり・約 77億 1,000万円 

●予防接種の実施（子宮がん等） 

●大規模災害に備えた防災備蓄の充実 

課題多き市政に真摯に取り組みます 
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総事業費 10億 9,516 万円（上宇

部尾町）、多目的芝広場、フットサ

ルピッチ、クラブハウス、駐車場 

松江城の国宝10周年、

天保保存 150周年を記

念する文化事業を実施 
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《編集メモ》 

 ３月は旅たちの、また、人生の門出の時

でもある。私たちは 4 月の市議会選挙改選

を迎えて各地区への挨拶や議会報告の日

が続く。同じ気持ちで進みたいものです 

 

 

３月３日・志翔の会の代表質問をしました  

平成の合併から現在の状況やコロナウィルス収束後の対

応、市政運営、公共交通の取組み、選択的夫婦別姓制

度、防犯カメラの設置等について代表質問しました。 

 

Ⅳどだいづくり・約 77億 1,000万円 

●予防接種の実施（高齢者帯状疱疹・コロナウィルス予防、子宮がん予防等） 

●大規模災害に備えた防災備蓄の充実（防災資機材整備事業） 

●路線バスの効率化に向けた取り組み 

●新庁舎第 2期工事の今秋完了・第 3期工事に着手・・・・・・47億 7,203万円 

●安心安全な社会資本誠意 （道路。河川整備）・・・・・・・・・・32億 6,841万円 

●SDGｓ未来都市の創造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９６６万円 

●スマート自治体への移行（庁内事務センター新設等）・・・・・・7億 5,318万円 

●新松江市合併 20周年記念式典の開催・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・1,587万円 

Ⅵなかまづくり・・・約 4,000万円 

●宍道湖中海大山圏域市長会事業（中海・宍道湖 8 の字ルート。中国横断新

幹線の誘致、インド・台湾との経済交流、大阪・関西万博のインバウンド誘客） 

 

 

 

 

公共交通の取組について 

一畑電車と木次線の利用促進について 

問う：最近の一畑電車は観光客の利用も伸びて年間の輸送人員も令和 5

年度で134万人と少しずつ伸ばし経営改善を図っている。今後も「ビール電

車」や「おでん電車」などのイベントや「体験運転事業の利用者の募集」など

も手がけ地域交通の維持に努めている。一畑電車及び木次線の地域交通の

維持のための支援について伺う？ 

答弁：一畑電車はコンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりに欠くとがで

きない公共交通と認識している。車両の更新や駅舎のバリアフリー化などを

含む総額 80 億円について島根県、出雲市と共に支援を行い、財政面でも支援

を行う。また、木次線については木次線の利用促進鉄道資源を活用した地

域活性化を目的として沿線自治体、鉄道事業者、商工会、観光協会で構成さ

れる木次利活用推進協議会が実施する沿線の学校が遠足などで木次線を利

用する際の運賃助成やデジタルスタンプラリーなど、利用喚起を通じた推進を

行う。 

 

 

 

新庁舎の賑わい利用を進めています 

 

 

 

３月 9 日 一畑電車では転換

座席の新型車両 8000 系のデビ

ュー運行開始式に総合対策特

別委員長として出席しました。 

●新庁舎賑わいづくりの一環で、さま

ざまなイベントを開催しています！ 

3 月 9 日アイリッシュフェスティバル

で約 4000人が訪れ賑わいました。 

 

 

 

観光が山陰のジオパーク景勝地や観光地へ活発になるため、国へインフラ整

備要望活動や、圏域の自治体との連携した取り組みが求められます。 

★総合交通対策特別委員会（川島光雅委員長）では市内のバス交

通網や一畑電車などの交通問題の調査を行っています。 

2100系電車 

島根町マリンパーク多古鼻コテージ、日本海の眺望がすばらしい 

＜運行式典には丸山県知事も出席（右）＞ 

アイルランドのパグパイプ民族演奏 
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賑わい拠点のため公共施設の活用について 

 

山陰の山脈を走る新幹線の想像

図 

問う：合併後施設運営が上手くいかず、かっての賑わい拠点が

閉鎖や譲渡で、その役割が衰退し活力源を失った。市の係わり

方や運営方針が消極的ではなかったか？                            

答弁：財政状況から抜本的で持続可能なモデルを考えるタイ

ミングである。施設の複合化や民間事業者のノウハウや創意

工夫で施設の魅力を最大化して、地域振興や活性化の拠点に

したい。島根町マリンパーク多古鼻 

は公募型プロポーザルで今年 4 

月 1日からアクテイビテイー 

や温浴機能を持つ体験型宿泊施 

設に運営される。宍道町大森の湯 

は長時間滞在型の日帰り温泉施 

設に再生され令和 8年中にリニュ 

ーアルオープンする 

 

 

  

宿泊税導入が予定される玉造温泉 
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